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お読みください

　

日 刊　月 2900
日曜版月 800 円

　
　十

二
月
議
会
は
十
一
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
開
会
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
質
問
者
は
十
九
人
で
基
地
問
題
を
含
め
市
民
生
活
に
関
わ

る
論
戦
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

私
は「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
駆
除
対
策
」「
旧
国
病
下
の
国
道
の
渋
滞

対
策
」「
錦
川
に
関
す
る
諸
問
題
」
の
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。
質
問
答

弁
の
要
旨
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
駆
除
対
策

と
、
今
ま
で
の
防
除
実
験
の
成
果
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
生
息
状
況

こ
の
方
法
で
新
黒
磯
、下
の
浜
、黒

磯
崎
、
八
軒
屋
、
玖
珂
上
市
北
、
萩

原
、
一
本
杉
自
治
会
と
自
治
会
単
位

で
実
施
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の

結
果
、
例
え
ば
、
新
黒
磯
自
治
会
の

場
合
、
ア
リ
の
数
が
試
験
前
を
100
％

と
し
た
場
合
、
2
週
間
後
に
37
％
、

市
独
自
の
駆
除
対
策
費
を

防
除
実
験
後
の
岩
国
市
と
し
て
の

予
算
化
を
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、

　
答
弁
で
は
「『
自
治
会
向
け
の
防

　
　
国
道
1
8
8
号
の

　
　
　
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
入
り
口
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
渋
滞
対
策

岩
国
南
道
路
の
南
伸
計
画
の
見
通

し
が
明
ら
か
で
な
い
現
在
、
国
道
188

号
は
重
要
な
生
活
道
で
こ
の
道
路
の

渋
滞
解
消
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
特

に
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
入
り
口
付
近

の
慢
性
的
な
渋
滞
解
消
が
急
が
れ
て

い
ま
す
。

今
ま
で
の
議
会
答
弁
は
「
大
変
危

険
な
交
差
点
で
護
岸
の
老
朽
化
、
越

波
、
交
通
安
全
上
の
問
題
、
こ
の
3
つ

の
課
題
が
解
消
で
き
る
」「
岩
国
市
と

し
て
重
要
な
課
題
で
国
土
交
通
省
へ

緊
急
整
備
箇
所
と
し
て
要
望
し
て
い

る
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
進
が
見

ら
れ
な
い
の
で
、
4
月
6
日
国
土
交

通
省
へ
、
又
、
9
月
１
日
に
防
府
の
山

口
河
川
国
道
事
務
所
へ
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、岩
国
市
は
い

ま
ま
で
ど
の
よ
う
な
要
望
を
行
な
っ

た
の
か
と
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁
は
、「
交
差
点
か
ら
青
木
町
ま

で
の
1

km
区
間
は
越
波
等
、
路
面
冠

水
に
よ
る
異
常
気
象
時
の
通
行
規
制

区
間
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、『
交
差
点

改
良
』『
高
波
対
策
』
及
び
『
S
字
カ
ー

ブ
対
策
』
を
併
せ
た
道
路
の
改
良
を

早
期
に
実
現
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
し
て
い
る
。
国
土
交
通
省
山
口
河

川
国
道
事
務
所
は
『
岩
国
市
と
連
携

し
て
抜
本
的
な
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
』
と
の
回
答
が
あ
っ
た
」
と
し

ま
し
た
。

　
答
弁
は
、「
平
成
14
年
7
月
に
黒
磯

で
生
息
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
青

木
、
藤
生
、
東
、
麻
里
布
、
昨
年

に
は
尾
津
、
玖
珂
、
今
年
に
入
っ

て
、
平
田
、
海
土
路
、
南
岩
国
で

確
認
さ
れ
、
年
々
生
息
範
囲
が
拡

大
し
て
い
る
」
又
、
岩
国
市
で
実

施
し
て
い
る
防
除
実
験
は
、
2
種
類

の
エ
サ
に
遅
効
性
の
薬
を
染
み
込

ま
せ
、マ
イ
ク
ロ
チ
ュ
ー
ブ
に
入
れ

た
も
の
を
2
日
に
わ
た
っ
て
各
家
庭

の
敷
地
内
に
設
置
し
、ア
リ
の
巣
ま

で
運
ば
せ
、巣
の
中
の
あ
り
を
退
治

す
る
方
法
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

1
ヶ
月
61
％
等
一
定
の
ま
と
ま
っ
た

地
域
で
一
斉
に
防
除
す
れ
ば
あ
る
程

度
減
少
さ
せ
る
効
果
あ
り
、
継
続
し

て
実
施
す
る
と
大
き
な
効
果
が
期
待

で
き
る
」
と
し
ま
し
た
。

除
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
作
成
し
、
国
に
交

付
金
事
業
の
継
続
を
要
望
す
る
と
共

に
岩
国
市
と
し
て
も
防
除
対
策
を
実

施
し
て
い
く
」
と
し
ま
し
た
。

2.5ｍｍ

アルゼンチンアリ
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参議院比例選挙区

　
　
錦
川
に
関
す
る
諸
問
題

　
菅
野
ダ
ム
協
定
の

　
　
　
　
見
直
し
を
求
め
る

　　指定管理料から
　　　基金に 2471万円

　総合体育館やテニスコートなど市内9運動施設の指定管
理料から体育協会は平成 19年度、20年度で 2471万円基
金に積み立てていることが判明しました。
　指定管理料は税金です。差額は使用料を下げて市民に返
還すべきです。

原
点
は
憲
法
―

　
住
民
と
共
に
た
た
か
う

　
情
熱
の
政
治
家

参
議
院
議
員
・
弁
護
士

仁
比
そ
う
へ
い

　国民が声をあげれば政治が動くこと。
新政権が財界とアメリカ中心から抜け出せていな
いことがはっきりした。
　今年は国民の声をもっと大きくして政治を前へ
動かしましょう。
　日本共産党は「良いことは積極的に推進、問題
点は正す」建設的野党として頑張ります。

　
消
防
署
の
統
合
で

　
　
救
急
車
の
到
着
が

　
　
　
　
　
　
遅
く
な
る

現
在
の
中
央
消
防
署
の
庁
舎
は
老
朽
化
の
た
め
平
成
24
年

度
愛
宕
山
へ
移
転
し
ま
す
。移
転
に
伴
い
、中
央
消
防
署
、西

消
防
署
、
南
分
遣
所
の
3
庁
舎
の
統
合
・
新
築
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

南
岩
国
分
遣
所
は
地
域
の
要
望
で
昭
和
58
年
3
月
に
設
置

さ
れ
、
使
用
開
始
が
始
ま
り
ま
し
た
。

計
画
に
よ
る
と
救
急
車
の
到
着
時
間
は
現
在
よ
り
2
分
30

秒
多
く
時
間
を
要
し
、
到
着
時
間
が
遅
く
な
り
ま
す
。

西
消
防
署
管
轄
区
域
も
同
様
に
到
着
時
間
が
遅
く
な
り
ま

す
。私

は
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
現
在
の
体

制
を
維
持
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
以
前
の
錦
川
の
水
量

は
豊
富
で
中
流
域
の
漁
業
も
下
流
域

の
ア
サ
リ
漁
も
盛
況
だ
っ
た
。
昭
和

37
年
に
菅
野
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
菅

野
ダ
ム
協
定
に
よ
り
、
工
場
（
周
南
地

域
・
岩
国
地
域
）
の
水
を
確
保
す
る
こ

と
が
優
先
さ
れ
、
下
流
域
へ
の
水
量

の
減
少
、
水
質
の
悪
化
な
ど
が
進
行

し
、
ア
サ
リ
な
ど
も
取
れ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
周
南
地
域
の
工
場
も

水
の
使
用
は
以
前
ほ
ど
必
要
な
い
の

で
は
な
い
か
。
協
定
締
結
時
点
と
状

　
漁
業
へ
の
影
響

錦
川
の
流
量
不
足
で
下
流
域
の

河
口
は
「
ヘ
ド
ロ
」
が
溜
ま
り
ぱ
な

し
で
ア
サ
リ
な
ど
の
エ
サ
も
な
く
、

窒
息
死
し
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。当

局
は
「
県
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
内
海
研
究
部
の
協
力
で
今
津

川
、
門
前
川
の
河
口
干
潟
に
お
い

て
『
ア
サ
リ
等
増
殖
試
験
事
業
』
の

結
果
、
ア
サ
リ
の
餌
で
あ
る
『
植
物

性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
』
の
供
給
が
少

況
が
変
わ
っ
て
い
る
。
下
流
域
に
水

量
を
増
や
す
よ
う
山
口
県
と
協
議
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

答
弁
で
は
「
昭
和
37
年
に
山
口
県

と
岩
国
市
と
の
間
で
菅
野
ダ
ム
協
定

を
締
結
し
、
協
定
書
や
覚
書
で
約
束

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
然
遵

守
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
要
求
も
し

て
い
る
。
降
水
量
の
減
少
等
さ
ま
ざ

ま
な
現
象
が
考
え
ら
れ
困
難
」
と
し

ま
し
た
。

な
い
こ
と
が
判
明
。又
、網
掛
け
等

の
保
護
措
置
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
あ
る
程
度
順
調
に
生
育
し
て
い

る
。カ
ニ
や
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
、
ツ
メ

タ
ガ
イ
、
チ
ヌ
な
ど
の
食
害
が
一

つ
の
原
因
で
あ
る
こ
と
も
実
証
さ

れ
ま
し
た
。『
干
潟
漁
業
進
行
事

業
』
と
し
て
網
掛
け
保
護
区
を
設

置
し
、
毎
月
生
育
調
査
を
実
施
し
、

ツ
メ
タ
ガ
イ
等
を
駆
除
し
て
い

る
。」
と
し
ま
し
た
。

「
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
」
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
は
上
流
域
の
山

林
の
荒
廃
や
ダ
ム
の
死
水
の
影
響
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
山
口
県
と
協

議
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
浚
渫
に
つ
い
て

台
風
14
号
の
「
錦
川
河
川
激
震
災

害
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
で
始
め
て

大
型
な
浚
渫
事
業
が
行
な
わ
れ
た

が
、
山
口
県
は
5
ヵ
年
で
実
施
す
る

と
の
約
束
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。

「
激
特
事
業
区
域
」以
外
は
あ
ま
り

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
浚
渫
を
急
ぐ

よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。


